
1

あ
こ
う
ぎ
し

歌
舞
伎『
大
石
妻
子
別
れ
』よ
り

▼
子
ど
も
の
頃
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
て
く

る
落
語
や
講
談
を
聞
く
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
。単
純
に
面
白
か
っ
た
。そ
の
中
で
『
決

闘
　
高
田
馬
場
』で
は
、冒
頭「
越
後
の
国
・

新
発
田
溝
口
藩
の
浪
人
、中
山
安
兵
衛
…
」

の
フ
レ
ー
ズ
が
流
れ
る
と
ワ
ク
ワ
ク
し

た
。こ
ん
な
田
舎
の
こ
と
を
東
京
の
人
が

知
っ
て
い
る
の
が
嬉
し
か
っ
た
の
だ
。▼

そ
の
後
、月
刊
漫
画
誌
が
創
刊
さ
れ
、漫
画

だ
け
で
な
く
、
さ
し
絵
入
り
の
講
談
も

載
っ
て
い
て
夢
中
で
読
ん
だ
。「
真
田
幸

村
」に「
猿
飛
佐
助
」。▼
縁
あ
っ
て
早
稲
田

大
学
へ
進
学
す
る
と
、
地
下
鉄
の
入
り
口

の
側
に
講
談
で
聞
い
た「
小
倉
屋
」と
い
う

酒
屋
が
あ
り
、
な
ん
と
安
兵
衛
が
酒
を
あ

お
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
枡
ま
で
あ
っ
た
。

専
攻
は
実
生
活
で
何
の
役
に
も
立
た
な
い

「
黄
表
紙
」。江
戸
時
代
の
風
俗
小
説
だ
。課

題
で
落
語
や
歌
舞
伎
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、必
要
に
迫
ら
れ
て
観
た
。目
か
ら
鱗
の

面
白
さ
だ
っ
た
。友
人
の
多
く
は
は
や
り

の
現
代
演
劇
「
赤
テ
ン
ト
」
な
ど
に
夢
中

だ
っ
た
が
、
高
級
す
ぎ
て
つ
い
て
い
け
な

か
っ
た
。ま
だ
、小
林
薫
が
客
席
に
い
た
時

代
の
こ
と
だ
…
。▼
久
し
ぶ
り
に
、長
徳
寺

の
義
士
祭
に
行
っ
て
驚
い
た
。子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
パ
レ
ー
ド
、
義
士
堂
や
文
化

的
資
料
、
安
兵
衛
関
係
の
詩
吟
・
剣
舞
な

ど
の
諸
芸
、素
晴
ら
し
か
っ
た
。新
発
田
の

宝
だ
と
思
っ
た
。恥
ず
か
し
な
が
ら
灯
台

下
暗
し
だ
っ
た
。自
分
自
身
も
う
一
度
勉

強
す
る
こ
と
に
し
た
。う
ま
く
生
か
せ
ば

強
力
な
観
光
資
源
に
な
る
だ
ろ
う
。

灯台下暗し

  

12
月
14
日
（
水
）、
こ
の
日
は
赤
穂
義
士
四
十
七
士

日
（
水
）、
こ
の
日
は
赤
穂
義
士
四
十
七
士

が
吉
良
（
き
ら
）
邸
に
討
ち
入
り
、
主
君
の
仇
（
あ
だ
）

が
吉
良
（
き
ら
）
邸
に
討
ち
入
り
、
主
君
の
仇
（
あ
だ
）

を
果
た
し
た
日
だ
。
新
発
田
出
身
で
、義
士
随
一
の
剣
豪
・

を
果
た
し
た
日
だ
。
新
発
田
出
身
で
、義
士
随
一
の
剣
豪
・

堀
部
安
兵
衛
武
庸
（
た
け
つ
ね
）
を
偲
び
、
安
兵
衛
父

堀
部
安
兵
衛
武
庸
（
た
け
つ
ね
）
を
偲
び
、
安
兵
衛
父

の
菩
提
寺
・
長
徳
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
大
栄
町
）
で
、

の
菩
提
寺
・
長
徳
寺
（
真
宗
大
谷
派
・
大
栄
町
）
で
、

恒
例
の
「
義
士
祭
」
が
行
わ
れ
た
。

恒
例
の
「
義
士
祭
」
が
行
わ
れ
た
。

　
庸
仁
塾
に
よ
る
「
討
ち
入
り
蕎
麦
」
が
振
る
舞
わ
れ

　
庸
仁
塾
に
よ
る
「
討
ち
入
り
蕎
麦
」
が
振
る
舞
わ
れ

る
中
、
午
後
3
時
か
ら
、
安
兵
衛
・
四
十
七
士
を
題
材

る
中
、
午
後
3
時
か
ら
、
安
兵
衛
・
四
十
七
士
を
題
材

と
し
た
詩
吟
7
曲
、
居
合
演
武
、
剣
舞
、
講
談
な
ど
も

と
し
た
詩
吟
7
曲
、
居
合
演
武
、
剣
舞
、
講
談
な
ど
も

披
露
さ
れ
、
法
要
の
あ
と
、
新
発
田
市
剣
道
連
盟
の
少

披
露
さ
れ
、
法
要
の
あ
と
、
新
発
田
市
剣
道
連
盟
の
少

年
少
女
剣
士
た
ち
が
雨
中
、
四
十
七
士
に
ふ
ん
し
て
市

年
少
女
剣
士
た
ち
が
雨
中
、
四
十
七
士
に
ふ
ん
し
て
市

内
を
、
り
り
し
く
勇
壮
に
練
り
歩
い
た
。

内
を
、
り
り
し
く
勇
壮
に
練
り
歩
い
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
武
庸
会
会
長
の
嶋
谷
次
郎
八

　
冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
武
庸
会
会
長
の
嶋
谷
次
郎
八

氏
は
「
今
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
ご
本
尊
（
大
日
如
来
）

氏
は
「
今
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
ご
本
尊
（
大
日
如
来
）

は
江
戸
初
期
の
作
で
、
安
兵
衛
が
江
戸
に
出
る
折
に
お

は
江
戸
初
期
の
作
で
、
安
兵
衛
が
江
戸
に
出
る
折
に
お

参
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
仏
像
に
違
い
な
い
」、「
再

参
り
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
仏
像
に
違
い
な
い
」、「
再

来
年
に
、
武
庸
会
発
足
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

来
年
に
、
武
庸
会
発
足
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

こ
れ
を
大
々
的
に
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
機
会
と
し
、
い

こ
れ
を
大
々
的
に
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
機
会
と
し
、
い

ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

＊

　
武
庸
会
は
大
正
２
年
２
月
４
日
の
設
立
。
全
国
的
に

赤
穂
浪
士
の
顕
彰
ム
ー
ド
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
あ

る
。
ま
た
、
当
時
の
長
徳
寺
住
職
・
関
根
仁
応
の
『
年

中
日
記
』
に
よ
る
と
、
明
治
45
年
5
年
5
月
10
日
に
、
赤
穂

日
に
、
赤
穂

義
士
銘
々
伝
で
全
国
に
名
を
は
せ
た
浪
曲
師
・
桃
中
軒

雲
右
衛
門
が
口
演
に
訪
れ
た
際
に
長
徳
寺
を
訪
れ
、
安

兵
衛
手
植
え
の
松
の
脇
に
石
碑
建
立
計
画
の
あ
る
こ
と

兵
衛
手
植
え
の
松
の
脇
に
石
碑
建
立
計
画
の
あ
る
こ
と

を
聞
き
、
そ
の
場
で
自
身
が
所
有
す
る
四
十
七
士
の
木

を
聞
き
、
そ
の
場
で
自
身
が
所
有
す
る
四
十
七
士
の
木

像
を
寄
贈
す
る
と
申
し
出
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

像
を
寄
贈
す
る
と
申
し
出
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て

も
、
会
の
設
立
機
運
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

も
、
会
の
設
立
機
運
が
高
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
木
像
は
当
時
の
高
橋
館
館
主
・
高
橋
静
一
郎
に
よ
っ
て

木
像
は
当
時
の
高
橋
館
館
主
・
高
橋
静
一
郎
に
よ
っ
て

博
多
の
雲
右
衛
門
の
自
宅
か
ら
運
ば
れ
、
大
正
2
年
4

博
多
の
雲
右
衛
門
の
自
宅
か
ら
運
ば
れ
、
大
正
2
年
4
月

16
日
に
新
発
田
駅
に
到
着
、
三
ノ
町
台
輪
に
載
せ
ら
れ
て

日
に
新
発
田
駅
に
到
着
、
三
ノ
町
台
輪
に
載
せ
ら
れ
て

長
徳
寺
に
運
ば
れ
た
。
木
遣
唄
連
中
や
義
士
に
ふ
ん
し
た

長
徳
寺
に
運
ば
れ
た
。
木
遣
唄
連
中
や
義
士
に
ふ
ん
し
た

町
内
芸
者
衆
も
行
列
に
加
わ
り
、
お
祭
騒
ぎ
だ
っ
た
と
伝

町
内
芸
者
衆
も
行
列
に
加
わ
り
、
お
祭
騒
ぎ
だ
っ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

え
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
後
、
武
庸
会
に
よ
っ
て
長
徳
寺
門
を
く
ぐ
っ
て

　
そ
の
後
、
武
庸
会
に
よ
っ
て
長
徳
寺
門
を
く
ぐ
っ
て

左
手
す
ぐ
に
、
義
士
堂
が
建
立
（
昭
和
4
年
4
月
3
日

左
手
す
ぐ
に
、
義
士
堂
が
建
立
（
昭
和
4
年
4
月
3
日

上
棟
）
奉
納
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

上
棟
）
奉
納
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
義
士
堂
の
格
天
井
や
天
井
廻
り
は
、
当
時
の
有
名
人
・

義
士
堂
の
格
天
井
や
天
井
廻
り
は
、
当
時
の
有
名
人
・

文
人
た
ち
の
書
画
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

文
人
た
ち
の
書
画
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

　
下
町
わ
組
台
輪
保
存
会
長
の
小
林
精
治
氏
に
よ
れ
ば
、

　
下
町
わ
組
台
輪
保
存
会
長
の
小
林
精
治
氏
に
よ
れ
ば
、

第
十
二
代
溝
口
直
正
侯
の
長
男
・
直
亮
（
な
お
よ
し
）

第
十
二
代
溝
口
直
正
侯
の
長
男
・
直
亮
（
な
お
よ
し
）

を
筆
頭
に
、
菅
谷
出
身
の
政
治
家
・
高
橋
光
威
（
み
つ

を
筆
頭
に
、
菅
谷
出
身
の
政
治
家
・
高
橋
光
威
（
み
つ

た
け
・
衆
院
当
選
8
回
）、
軍
人
で
は
陸
軍
少
将
・
井
上

た
け
・
衆
院
当
選
8
回
）、
軍
人
で
は
陸
軍
少
将
・
井
上

璞
（
あ
ら
た
）、
文
人
で
は
早
大
校
歌
作
者
の
相
馬
御
風
、

璞
（
あ
ら
た
）、
文
人
で
は
早
大
校
歌
作
者
の
相
馬
御
風
、

歌
人
の
會
津
八
一
、
早
大
初
代
図
書
館
長
の
市
島
春
城
、

歌
人
の
會
津
八
一
、
早
大
初
代
図
書
館
長
の
市
島
春
城
、

父
・
佐
内
と
と
も
に
雑
誌
太
陽
や
博
文
館
日
誌
の
博
文

父
・
佐
内
と
と
も
に
雑
誌
太
陽
や
博
文
館
日
誌
の
博
文

館
を
創
設
し
た
大
橋
新
太
郎
、
画
家
で
は
洋
画
の
金
子

館
を
創
設
し
た
大
橋
新
太
郎
、
画
家
で
は
洋
画
の
金
子

保
、
日
本
画
の
宮
里
静
輝
、
そ
し
て
思
想
家
で
は
頭
山

保
、
日
本
画
の
宮
里
静
輝
、
そ
し
て
思
想
家
で
は
頭
山

満
（
と
う
や
ま
み
つ
る
）
な
ど
。

満
（
と
う
や
ま
み
つ
る
）
な
ど
。

　
頭
山
は
福
岡
生
ま
れ
、
板
垣
退
助
ら
の
自
由
民
権
運

　
頭
山
は
福
岡
生
ま
れ
、
板
垣
退
助
ら
の
自
由
民
権
運

動
に
参
画
し
、
の
ち
に
宮
崎
滔
天
（
と
う
て
ん
）、
中
江

動
に
参
画
し
、
の
ち
に
宮
崎
滔
天
（
と
う
て
ん
）、
中
江

兆
民
、
新
発
田
出
身
の
大
杉
栄
ら
と
も
交
わ
り
、
ア
ジ

兆
民
、
新
発
田
出
身
の
大
杉
栄
ら
と
も
交
わ
り
、
ア
ジ

ア
各
地
の
独
立
運
動
指
導
者
を
支
援
し
た
。
同
時
に
、

ア
各
地
の
独
立
運
動
指
導
者
を
支
援
し
た
。
同
時
に
、

先
述
の
浪
曲
師
・
桃
中
軒
雲
右
衛
門
の
支
援
者
で
も
あ

先
述
の
浪
曲
師
・
桃
中
軒
雲
右
衛
門
の
支
援
者
で
も
あ

り
、
雲
右
衛
門
の
口
演
台
本
作
成
を
、
配
下
の
福
本
日

り
、
雲
右
衛
門
の
口
演
台
本
作
成
を
、
配
下
の
福
本
日

南
（
中
央
義
士
会
設
立
者
）
ら
に
指
示
し
、
こ
れ
に
よ

南
（
中
央
義
士
会
設
立
者
）
ら
に
指
示
し
、
こ
れ
に
よ

り
以
前
は
講
談
写
し
の
大
道
芸
だ
っ
た
浪
曲
を
寄
席
芸

り
以
前
は
講
談
写
し
の
大
道
芸
だ
っ
た
浪
曲
を
寄
席
芸

に
高
め
、
つ
い
に
は
歌
舞
伎
座
公
演
を
果
た
し
た
。

に
高
め
、
つ
い
に
は
歌
舞
伎
座
公
演
を
果
た
し
た
。

　
こ
れ
ら
、
高
い
文
化
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
書
画
作

こ
れ
ら
、
高
い
文
化
的
価
値
を
持
っ
て
い
る
書
画
作

品
の
全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
長
い
歳
月

品
の
全
容
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
長
い
歳
月

を
経
て
の
劣
化
も
み
ら
れ
、
早
急
な
保
存
環
境
の
改
善

を
経
て
の
劣
化
も
み
ら
れ
、
早
急
な
保
存
環
境
の
改
善

と
万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
望
ま
れ
る
。

と
万
全
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
望
ま
れ
る
。

＊

　
ま
た
今
春
、
長
徳
寺
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
未
確
認
だ
っ

　
ま
た
今
春
、
長
徳
寺
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
未
確
認
だ
っ

た
歴
史
資
料
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
書
画
、
手
紙
、
拓

た
歴
史
資
料
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
書
画
、
手
紙
、
拓

本
な
ど
、
多
く
は
安
兵
衛
関
係
と
思
わ
れ
る
が
、
調
査
は

本
な
ど
、
多
く
は
安
兵
衛
関
係
と
思
わ
れ
る
が
、
調
査
は

こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
百
周
年
ま
で
に
調
査
を

こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
百
周
年
ま
で
に
調
査
を

終
え
、
安
兵
衛
関
係
資
料
の
展
示
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

終
え
、
安
兵
衛
関
係
資
料
の
展
示
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、観
光
的
に
は
、市
内
の
安
兵
衛
ゆ
か
り
の
名
所
、

　
ま
た
、観
光
的
に
は
、市
内
の
安
兵
衛
ゆ
か
り
の
名
所
、

新
発
田
城
は
も
ち
ろ
ん
、
安
兵
衛
銅
像
、
生
誕
の
地
、

新
発
田
城
は
も
ち
ろ
ん
、
安
兵
衛
銅
像
、
生
誕
の
地
、

長
徳
寺
（
手
植
え
の
松
・
義
士
堂
・
父
の
墓
な
ど
）、
母

長
徳
寺
（
手
植
え
の
松
・
義
士
堂
・
父
の
墓
な
ど
）、
母

の
菩
提
寺
で
あ
る
法
華
寺
、
武
庸
橋
な
ど
を
巡
る
観
光

の
菩
提
寺
で
あ
る
法
華
寺
、
武
庸
橋
な
ど
を
巡
る
観
光

ル
ー
ト
の
提
案
、
月
岡
温
泉
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

ル
ー
ト
の
提
案
、
月
岡
温
泉
な
ど
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

安
兵
衛
関
連
の
旅
行
商
品（
パ
ッ
ク
）の
開
発
及
び
販
売
、

安
兵
衛
関
連
の
旅
行
商
品（
パ
ッ
ク
）の
開
発
及
び
販
売
、

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
な
ら
ぬ
「
安
兵
衛
ガ
イ
ド
」
の
創
設
、

シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
な
ら
ぬ
「
安
兵
衛
ガ
イ
ド
」
の
創
設
、

記
念
グ
ッ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
発
、
専
門
の
パ
ン
フ
レ
ッ

記
念
グ
ッ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
発
、
専
門
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
な
ど
、
市
民
・
行
政
一
体

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
制
作
な
ど
、
市
民
・
行
政
一
体

と
な
っ
て
整
備
・
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

と
な
っ
て
整
備
・
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
す
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「しばた」
　　　を知って楽しみ、

　「新しいしばた」
　　　　の町をつくる新聞

あ
こ
う
こ
う
ぎ
し
ぎ
し

ろ
い
ろ
な

ろ
い
ろろ
な

い
ろ
いい
ろろ

庸
会
庸庸庸庸
武
庸庸

　
武
庸浪

穂
浪浪浪浪浪浪浪浪

赤
穂
浪ま

た

る
。
まままま

る
。
ま記

中
日
記記記記記記記記

中
日
記銘

義
士
銘銘銘銘銘銘銘銘銘銘銘銘

義
士
銘

右
衛
右
衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛衛
右右右右
雲
右
雲
右
雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲雲

の

①安兵衛手植えの松。初代
は枯れて今の樹は２代目と
なる。 ②義士堂は年に１回、
義士祭にあわせて開帳とな
る。この日は遠く県外から
来た人もいた。熱心な「赤
穂浪士ファン」だという。 ③
元気な少年少女剣士たちは
新発田の宝だ。 ④義士堂内
部。四十七士像と美しい格
天井。 ⑤相馬御風直筆の書。

堀
部
安
兵
衛
を
顕
彰
す
る
武
庸
会
は

再
来
年
、
発
足
百
周
年
を
迎
え
る

冷
た
い
雨
の
中
、
赤
穂
義
士
に
ふ
ん
し
た

少
年
少
女
剣
士
た
ち
が
元
気
に
パ
レ
ー
ド

❶

❷

❸

❹

❺



㈱こじまホールディングス 新発田市中央町3-5-12　
TEL.0254-26-3381

篠田労務管理事務所 新発田市新富町1-5-9　
TEL.0254-22-5649

島津印刷㈱ 新発田市富塚1419　
TEL.0254-27-2101

新発田建設㈱ 新発田市富塚1942　
TEL.0254-27-5711

㈱新 和 組 新発田市米倉1287　
TEL.0254-28-5011

扶桑畜産㈲ 新発田市米倉字鳥越4666-1　
TEL.0254-28-5136

㈱大　通 新発田市舟入町1-12-5
TEL.0254-26-1191

㈱伊 藤 組 新発田市島潟1273-1
TEL.0254-22-4176

大進電業㈱ 新発田市佐々木1895-9
TEL.0254-21-5000

飯豊電設工業㈱ 新発田市豊町2-18-5
TEL.0254-24-2134

山田建設㈱ 新発田市大友3856
TEL.0254-25-0700

フジマ舗道㈱ 新発田市島潟4197-3
TEL.0254-26-5030

茨木建設㈱ 新発田市長畑284-1
TEL.0254-23-6851

㈱下越道路 新発田市新富町1-1-5
TEL.0254-23-2296 新潟ファームサービス㈱ 新発田市五十公野4104-1

TEL.0254-20-3828

蟻塚税務会計事務所 新発田市大栄町7-1-6
TEL.0254-23-2222

小野寺税務会計事務所 新発田市大栄町2-7-7
TEL.0254-22-3497

小林税務会計事務所 新発田市中央町5-4-27
TEL.0254-22-2705

SODデザイン 高橋智志
新発田市新富町1-1-3 ストライプビル2階
TEL.0254-24-5121

㈱イノウエ 新発田市新栄町1-3-2
TEL.0254-22-4056

㈱岩 村 組 新発田市大手町4-3-21
TEL.0254-20-5550

小柳産業㈱ 新発田市八幡新田416
TEL.0254-22-7010

㈲クサカベモータース 新発田市五十公野4836
TEL.0254-22-6311

陽だまり苑 新発田市岡田1746-1
TEL.0254-20-3800

　
堀
部
安
兵
衛
は
新
発
田
の
生
ん
だ
最
も
有
名
な

　
堀
部
安
兵
衛
は
新
発
田
の
生
ん
だ
最
も
有
名
な

人
物
の
一
人
だ
。
た
だ
、
最
近
で
は
地
元
・
新
発

人
物
の
一
人
だ
。
た
だ
、
最
近
で
は
地
元
・
新
発

田
で
も
知
ら
な
い
若
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

田
で
も
知
ら
な
い
若
い
人
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
正
月
休
み
に
「
堀
部
安
兵
衛
」

　
そ
こ
で
、
こ
の
正
月
休
み
に
「
堀
部
安
兵
衛
」

を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
探
求
し
て
み
て
は
い

を
楽
し
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
探
求
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
。
折
し
も
、
来
年
１
月
2
日
に
は
テ

か
が
だ
ろ
う
。
折
し
も
、
来
年
１
月
2
日
に
は
テ

レ
ビ
東
京
系
列
で
安
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た
『
忠

レ
ビ
東
京
系
列
で
安
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た
『
忠

臣
蔵
　

そ
の
義
そ
の
愛
』（
主
演
・
内
野
聖
陽
）
が

臣
蔵
　

そ
の
義
そ
の
愛
』（
主
演
・
内
野
聖
陽
）
が

放
送
さ
れ
、
来
年
末
に
は
忠
臣
蔵
を
モ
チ
ー
フ
と

放
送
さ
れ
、
来
年
末
に
は
忠
臣
蔵
を
モ
チ
ー
フ
と

し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画

し
た
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
『
47
R
O
N
I
N
』（
出
演
・

R
O
N
I
N
』（
出
演
・

キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
、
真
田
広
之
、
柴
咲
コ
ウ
、

キ
ア
ヌ
・
リ
ー
ブ
ス
、
真
田
広
之
、
柴
咲
コ
ウ
、

浅
野
忠
信
ら
）
が
公
開
さ
れ
る
予
定
だ
。

浅
野
忠
信
ら
）
が
公
開
さ
れ
る
予
定
だ
。

  

◎
元
禄
赤
穂
事
件
の
あ
ら
ま
し
と
安
兵
衛

　
堀
部
安
兵
衛
は
元
禄
赤
穂
事
件
、
俗
に
い
う
『
忠

　
堀
部
安
兵
衛
は
元
禄
赤
穂
事
件
、
俗
に
い
う
『
忠

臣
蔵
』
の
大
ス
タ
ー
で
、
新
発
田
・
溝
口
藩
家
臣
・

臣
蔵
』
の
大
ス
タ
ー
で
、
新
発
田
・
溝
口
藩
家
臣
・

中
山
弥
次
右
衛
門
（
馬
廻
役
二
百
石
）
の
長
男
。

中
山
弥
次
右
衛
門
（
馬
廻
役
二
百
石
）
の
長
男
。

寛
文
10
年
（
１
６
７
０
）

年
（
１
６
７
０
） 

生
ま
れ
。
父
は
新
発
田
城

生
ま
れ
。
父
は
新
発
田
城

辰
巳
櫓
失
火
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
浪
人
と
な
り
、

辰
巳
櫓
失
火
の
責
任
を
取
ら
さ
れ
浪
人
と
な
り
、

一
説
（『
世
臣
譜
』）
で
は
切
腹
し
た
と
い
う
。
そ

一
説
（『
世
臣
譜
』）
で
は
切
腹
し
た
と
い
う
。
そ

の
後
安
兵
衛
は
上
州
真
庭
念
流
樋
口
十
郎
左
衛
門

の
後
安
兵
衛
は
上
州
真
庭
念
流
樋
口
十
郎
左
衛
門

の
も
と
で
剣
術
修
行
し
て
免
許
皆
伝
と
い
う
言
い

の
も
と
で
剣
術
修
行
し
て
免
許
皆
伝
と
い
う
言
い

伝
え
も
あ
る
が
、
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）
に
上

伝
え
も
あ
る
が
、
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）
に
上

京
し
、
当
時
江
戸
で
随
一
の
剣
士
と
名
の
高
か
っ

京
し
、
当
時
江
戸
で
随
一
の
剣
士
と
名
の
高
か
っ

た
堀
内
源
左
衛
門
正
春
の
道
場
で
腕
を
磨
い
て
、

た
堀
内
源
左
衛
門
正
春
の
道
場
で
腕
を
磨
い
て
、

代
稽
古
を
つ
け
る
ま
で
の
剣
豪
と
な
る
。
そ
ん
な

代
稽
古
を
つ
け
る
ま
で
の
剣
豪
と
な
る
。
そ
ん
な

中
、
安
兵
衛
は
堀
内
道
場
で
同
門
の
菅
野
六
郎
左

中
、
安
兵
衛
は
堀
内
道
場
で
同
門
の
菅
野
六
郎
左

衛
門
（
伊
予
国
西
条
藩
松
平
家
家
臣
）
と
親
し
く

衛
門
（
伊
予
国
西
条
藩
松
平
家
家
臣
）
と
親
し
く

な
り
、
甥
叔
父
の
義
理
を
結
ん
だ
。

な
り
、
甥
叔
父
の
義
理
を
結
ん
だ
。

　
元
禄
7
年
2

　
元
禄
7
年
2
月
11
日
（
１
６
９
４
）、
こ
の
萱
野

日
（
１
６
９
４
）、
こ
の
萱
野

が
同
じ
西
条
藩
の
村
上
庄
左
衛
門
と
高
田
馬
場
で

が
同
じ
西
条
藩
の
村
上
庄
左
衛
門
と
高
田
馬
場
で

果
し
合
い
（
決
闘
）
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
安
兵

果
し
合
い
（
決
闘
）
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
安
兵

衛
は
萱
野
に
助
太
刀
し
、
相
手
方
の
庄
左
衛
門
ら

衛
は
萱
野
に
助
太
刀
し
、
相
手
方
の
庄
左
衛
門
ら

４
人
を
斬
り
倒
し
た
。
こ
の
活
躍
を
知
っ
た
赤
穂

４
人
を
斬
り
倒
し
た
。
こ
の
活
躍
を
知
っ
た
赤
穂

藩
浅
野
家
家
臣
・
堀
部
弥
兵
衛
金
丸
（
あ
き
ざ
ね
）

藩
浅
野
家
家
臣
・
堀
部
弥
兵
衛
金
丸
（
あ
き
ざ
ね
）

が
安
兵
衛
と
の
養
子
縁
組
を
望
ん
だ
た
め
、
弥
兵

が
安
兵
衛
と
の
養
子
縁
組
を
望
ん
だ
た
め
、
弥
兵

衛
の
娘
ほ
り
と
結
婚
し
、
姓
を
中
山
か
ら
堀
部
、

衛
の
娘
ほ
り
と
結
婚
し
、
姓
を
中
山
か
ら
堀
部
、

名
を
應
庸
（
ま
さ
つ
ね
）
か
ら
武
庸
（
た
け
つ
ね
）

名
を
應
庸
（
ま
さ
つ
ね
）
か
ら
武
庸
（
た
け
つ
ね
）

と
改
め
、
赤
穂
藩
家
臣
と
な
る
。

と
改
め
、
赤
穂
藩
家
臣
と
な
る
。

　
元
　

元
禄
14
年
（
１
７
０
１
）
3

年
（
１
７
０
１
）
3
月
14
日
、赤
穂
藩
主
・

浅
野
長
矩
（
な
が
の
り
）
が
江
戸
城
内
松
之
大
廊

下
で
吉
良
義
央
（
き
ら
よ
し
な
か
）
に
刃
で
切
り

付
け
、
浅
野
長
矩
は
即
日
切
腹
、
赤
穂
・
浅
野
家

は
取
り
潰
し
と
決
ま
っ
た
。
こ
の
決
定
を
良
し
と

し
な
い
安
兵
衛
は
、
一
貫
し
て
吉
良
を
討
ち
主
君

し
な
い
安
兵
衛
は
、
一
貫
し
て
吉
良
を
討
ち
主
君

の
無
念
を
晴
ら
す
べ
き
と
主
張
、
急
進
派
の
中
心

の
無
念
を
晴
ら
す
べ
き
と
主
張
、
急
進
派
の
中
心

人
物
と
し
て
、
赤
穂
藩
家
老
・
大
石
内
蔵
助
良
雄

人
物
と
し
て
、
赤
穂
藩
家
老
・
大
石
内
蔵
助
良
雄

に
仇
討
ち
決
行
を
迫
る
。
当
初
大
石
は
浅
野
長
矩

に
仇
討
ち
決
行
を
迫
る
。
当
初
大
石
は
浅
野
長
矩

の
弟
・
大
学
を
た
て
て
お
家
再
興
を
は
か
っ
た
が

の
弟
・
大
学
を
た
て
て
お
家
再
興
を
は
か
っ
た
が

叶
わ
ず
、
つ
い
に
元

叶
わ
ず
、
つ
い
に
元
禄
15
年
（
１
７
０
３

年
（
１
７
０
３
）
12
月

14
日
、
江
戸
・
本
所
松
阪
町
の
吉
良
義
央
邸
へ
討

日
、
江
戸
・
本
所
松
阪
町
の
吉
良
義
央
邸
へ
討

ち
入
り
、
主
君
の
仇
を
討
つ
。
討
ち
入
り
後
、
高
輪
・

ち
入
り
、
主
君
の
仇
を
討
つ
。
討
ち
入
り
後
、
高
輪
・

泉
岳
寺
の
主
君
の
墓
に
報
告
、
赤
穂
浪
士
は
伊
予

泉
岳
寺
の
主
君
の
墓
に
報
告
、
赤
穂
浪
士
は
伊
予

松
山
藩
主
松
平
貞
直
な
ど
四
つ
の
大
名
家
に
お
預

松
山
藩
主
松
平
貞
直
な
ど
四
つ
の
大
名
家
に
お
預

け
と
な
り
、
元

け
と
な
り
、
元
禄
16
年
（
１
７
０
３
）
2
月
4
日
、

年
（
１
７
０
３
）
2
月
4
日
、

幕
府
か
ら
赤
穂
浪
士
へ
切
腹
が
命
じ
ら
れ
、
安
兵

幕
府
か
ら
赤
穂
浪
士
へ
切
腹
が
命
じ
ら
れ
、
安
兵

衛
は
34
歳
で
波
乱
万
丈
の
人
生
を
閉
じ
、
主
君
・

歳
で
波
乱
万
丈
の
人
生
を
閉
じ
、
主
君
・

浅
野
長
矩
と
同
じ
高
輪
・
泉
岳
寺
に
葬
ら
れ
た
。

浅
野
長
矩
と
同
じ
高
輪
・
泉
岳
寺
に
葬
ら
れ
た
。

　
今
回
は
史
実
の
部
分
は
歴
史
家
・
考
証
家
に
譲

　
今
回
は
史
実
の
部
分
は
歴
史
家
・
考
証
家
に
譲

り
、
以
下
、
堀
部
安
兵
衛
を
楽
し
み
な
が
ら
知
る

り
、
以
下
、
堀
部
安
兵
衛
を
楽
し
み
な
が
ら
知
る

入
り
口
と
し
て
歌
舞
伎
、
講
談
・
浪
曲
、
小
説
な

入
り
口
と
し
て
歌
舞
伎
、
講
談
・
浪
曲
、
小
説
な

ど
に
描
か
れ
た
物
語
と
し
て
の
『
忠
臣
蔵
』『
赤
穂

ど
に
描
か
れ
た
物
語
と
し
て
の
『
忠
臣
蔵
』『
赤
穂

浪
士
』『
堀
部
安
兵
衛
』
を
紹
介
す
る
。

浪
士
』『
堀
部
安
兵
衛
』
を
紹
介
す
る
。

 

　
討
ち
入
り
4
年
後
に
、
こ
の
事
件
を
題
材
に
し
、

時
代
を
太
平
記
（
南
北
朝
・
足
利
氏
）
の
頃
に
移

し
た
近
松
門
左
衛
門
作
の
人
形
浄
瑠
璃
『
碁
盤
太

し
た
近
松
門
左
衛
門
作
の
人
形
浄
瑠
璃
『
碁
盤
太

平
記
』
が
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
、
以
降
、
大
人
気

平
記
』
が
竹
本
座
で
上
演
さ
れ
、
以
降
、
大
人
気

と
な
り
、
数
々
の
作
品
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
集
大

と
な
り
、
数
々
の
作
品
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
集
大

成
が
寛
延
元
年
（
１
７
４
８
）
の
人
形
浄
瑠
璃
『
仮

成
が
寛
延
元
年
（
１
７
４
８
）
の
人
形
浄
瑠
璃
『
仮

名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
あ
る
。
こ
れ
が
歌
舞
伎
に
移

名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
あ
る
。
こ
れ
が
歌
舞
伎
に
移

さ
れ
て
大
当
た
り
を
と
り
、
現
在
ま
で
上
演
さ
れ

さ
れ
て
大
当
た
り
を
と
り
、
現
在
ま
で
上
演
さ
れ

続
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
史
実
を
題
材
と
し
な
が

続
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
史
実
を
題
材
と
し
な
が

ら
、
作
品
と
し
て
は
大
胆
な
デ
フ
ォ
ル
メ
、
数
々

ら
、
作
品
と
し
て
は
大
胆
な
デ
フ
ォ
ル
メ
、
数
々

の
演
出
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
芝
居
で
は
昭
和
九

の
演
出
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
芝
居
で
は
昭
和
九

年
に
真
山
青
果
が
新
歌
舞
伎
『
元
禄
忠
臣
蔵
』
を

年
に
真
山
青
果
が
新
歌
舞
伎
『
元
禄
忠
臣
蔵
』
を

発
表
し
て
い
る
。
映
画
・
テ
レ
ビ
等
の
翻
案
・
リ

発
表
し
て
い
る
。
映
画
・
テ
レ
ビ
等
の
翻
案
・
リ

メ
イ
ク
は
数
知
れ
ず
、
今
で
も
作
り
続
け
ら
れ
て

い
る
。

　
講
談
・
浪
曲
で
は
歌
舞
伎
に
な
ら
っ
た
『
義
士

本
伝
』（「
南
部
坂
雪
の
別
れ
」
な
ど
）、
討
ち
入
り

に
参
加
し
た
赤
穂
浪
士
に
関
す
る
『
銘
々
伝
』（
安

に
参
加
し
た
赤
穂
浪
士
に
関
す
る
『
銘
々
伝
』（
安

兵
衛
の
「
決
闘
高
田
馬
場
」
あ
る
い
は
「
安
兵
衛

兵
衛
の
「
決
闘
高
田
馬
場
」
あ
る
い
は
「
安
兵
衛

婿
入
り
」、「
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」
な
ど
）、
そ

婿
入
り
」、「
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
別
れ
」
な
ど
）、
そ

の
他
の
四
十
七
士
の
周
辺
の
人
物
を
描
い
た
『
外

の
他
の
四
十
七
士
の
周
辺
の
人
物
を
描
い
た
『
外

伝
』）「
天
野
屋
利
兵
衛
」
ま
た
は
「
天
河
屋
義
平
」

伝
』）「
天
野
屋
利
兵
衛
」
ま
た
は
「
天
河
屋
義
平
」

な
ど
）
と
あ
る
。
先
述
の
桃
中
軒
雲
右
衛
門
は
浪

な
ど
）
と
あ
る
。
先
述
の
桃
中
軒
雲
右
衛
門
は
浪

曲
に
お
け
る
『
本
伝
』『
義
士
伝
』
を
完
成
さ
せ
て

曲
に
お
け
る
『
本
伝
』『
義
士
伝
』
を
完
成
さ
せ
て

日
本
中
口
演
し
て
回
り
、
テ
レ
ビ
等
の
な
い
時
代

日
本
中
口
演
し
て
回
り
、
テ
レ
ビ
等
の
な
い
時
代

に
、
い
わ
ば
上
方
文
化
で
あ
っ
た
人
形
浄
瑠
璃
、

に
、
い
わ
ば
上
方
文
化
で
あ
っ
た
人
形
浄
瑠
璃
、

江
戸
文
化
で
あ
っ
た
歌
舞
伎
に
描
か
れ
た
赤
穂
浪

江
戸
文
化
で
あ
っ
た
歌
舞
伎
に
描
か
れ
た
赤
穂
浪

士
の
人
気
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で
浸
透
さ
せ
た
立

士
の
人
気
を
全
国
津
々
浦
々
ま
で
浸
透
さ
せ
た
立

役
者
と
い
っ
て
い
い
。
新
発
田
に
縁
の
あ
る
桃
中

役
者
と
い
っ
て
い
い
。
新
発
田
に
縁
の
あ
る
桃
中

軒
雲
右
衛
門
の
「
中
山
安
兵
衛
生
立
〜
印
籠
取
の

軒
雲
右
衛
門
の
「
中
山
安
兵
衛
生
立
〜
印
籠
取
の

巻
」
が
音
源
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

巻
」
が
音
源
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
忠
臣
蔵
に
ち
な
む
落
語
の
演
目
は
『
芝
居
風
呂
』

　
忠
臣
蔵
に
ち
な
む
落
語
の
演
目
は
『
芝
居
風
呂
』

（
二
段
目
）、判
官
切
腹
の
演
技
を
扱
っ
た
『
淀
五
郎
』

（
二
段
目
）、判
官
切
腹
の
演
技
を
扱
っ
た
『
淀
五
郎
』

（
四
段
目
）、
斧
定
九
郎
役
を
練
り
上
げ
た
役
者
『
中

（
四
段
目
）、
斧
定
九
郎
役
を
練
り
上
げ
た
役
者
『
中

村
仲
蔵
』（
五
段
目
）、
お
軽
が
登
場
す
る
そ
の
も

村
仲
蔵
』（
五
段
目
）、
お
軽
が
登
場
す
る
そ
の
も

の
ず
ば
り
『
七
段
目
』、『
天
河
屋
義
平
』（
十
段
目
）

の
ず
ば
り
『
七
段
目
』、『
天
河
屋
義
平
』（
十
段
目
）

な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
安
兵
衛
の
高
田

な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
安
兵
衛
の
高
田

馬
場
で
の
仇
討
ち
か
ら
の
連
想
か
ら
か
『
高
田
の

馬
場
で
の
仇
討
ち
か
ら
の
連
想
か
ら
か
『
高
田
の

馬
場
』
と
い
う
演
目
が
あ
る
が
、
安
兵
衛
は
出
て

馬
場
』
と
い
う
演
目
が
あ
る
が
、
安
兵
衛
は
出
て

こ
な
い
。
ま
た
、『
安
兵
衛
狐
』
と
い
う
噺
は
、
堀

こ
な
い
。
ま
た
、『
安
兵
衛
狐
』
と
い
う
噺
は
、
堀

部
安
兵
衛
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
。

部
安
兵
衛
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
だ
。

　
安
兵
衛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
最
も
有
名
な
物
語
で

　
安
兵
衛
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
最
も
有
名
な
物
語
で

あ
る
。
義
理
に
は
厚
い
が
ふ
だ
ん
は
の
ん
び
り
、

あ
る
。
義
理
に
は
厚
い
が
ふ
だ
ん
は
の
ん
び
り
、

ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
剣
術
の
名
手
で
朱
鞘
（
あ

ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
剣
術
の
名
手
で
朱
鞘
（
あ

か
ざ
や
）
の
刀
を
差
し
、
大
酒
の
み
。
ケ
ン
カ
の

か
ざ
や
）
の
刀
を
差
し
、
大
酒
の
み
。
ケ
ン
カ
の

仲
裁
を
し
て
仲
直
り
の
酒
席
に
同
席
し
て
飲
む
の

仲
裁
を
し
て
仲
直
り
の
酒
席
に
同
席
し
て
飲
む
の

が
趣
味
?
で
『
朱
鞘
安
兵
衛
』『
呑
ん
べ
い
安
』『
ケ

が
趣
味
?
で
『
朱
鞘
安
兵
衛
』『
呑
ん
べ
い
安
』『
ケ

ン
カ
安
』
と
あ
だ
名
さ
れ
た
と
い
う
設
定
。
講
談
・

ン
カ
安
』
と
あ
だ
名
さ
れ
た
と
い
う
設
定
。
講
談
・

浪
曲
あ
る
い
は
演
者
に
よ
っ
て
詳
細
は
異
な
る
が
、

浪
曲
あ
る
い
は
演
者
に
よ
っ
て
詳
細
は
異
な
る
が
、

だ
い
た
い
話
は
次
の
通
り
。

だ
い
た
い
話
は
次
の
通
り
。

2

史
実
を
も
と
に
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
し

人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
で
人
気
演
目
と
な
る

　
討
ち
入
り
4
年
後
に
、
こ
の
事
件
を
題
材
に
し
、

時
代
を
太
平
記
（
南
北
朝
・
足
利
氏
）
の
頃
に
移

史
実
を
も
と
に
大
き
く
デ
フ
ォ
ル
メ
し

人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
で
人
気
演
目
と
な
る

§
人
形
浄
瑠
璃
、
歌
舞
伎
、
映
画
§

穂
藩
主
・

之
大
廊

で
切
り

浅
野
家

良
し
と

メ
イ
ク
は
数
知
れ
ず

今
で
も
作
り
続
け
ら
れ
て

い
る
。

　
講
談
・
浪
曲
で
は
歌
舞
伎
に
な
ら
っ
た
『
義
士

本
伝
』（「
南
部
坂
雪
の
別
れ
」
な
ど
）、
討
ち
入
り

§
講
談
・
浪
曲
・
落
語
§

◎
講
談
・
浪
曲『
決
闘
高
田
馬
場
』の
安
兵
衛

義
理
人
情
に
厚
い
愛
す
べ
き
安
兵
衛
像
は

講
談
師
と
江
戸
の
庶
民
が
作
り
上
げ
た

『安兵衛仇討』高田馬場の仇討ちを描いた浮世絵

堀
部
安
兵
衛
武
庸 

こ
と

　
中
山
安
兵
衛
應
庸
は

　
　
新
発
田
が
生
ん
だ
大
ス
タ
ー

た
け
つ
ねま

さ
つ
ね

安
兵
衛
肖
像
（
長
徳
寺
蔵
）

た
つ
み
や
ぐ
ら

た
つ
み
や
ぐ
ら

お
い
お
じ

お
い
お
じ

く
ら
の
す
け

く
ら
の
す
け

の

9　
49

9　
01

2　
11

7　
11

協賛広告出稿者を募集しています !
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ご葬儀
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テレビドラマ
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§
小
説
・
講
談
本
§

『堀部安兵衛』
●DVD小澤征悦・2007・NHK 

池波正太郎原
作、①で安兵衛
役だった勝野洋
が父・弥次右衛
門を演じてい
る。うぶで純情
な安兵衛像と
なっている。

め②
ドラマ

『堀部安兵衛』
●DVD小澤征悦・2007・NHK 

太郎原
安兵衛
た勝野洋
弥次右衛
じてい
ぶで純情
衛像と
いる。

　
安
兵
衛
と
甥
叔
父
の
義
理
を
結
ん
だ
萱
野
は
、

　
安
兵
衛
と
甥
叔
父
の
義
理
を
結
ん
だ
萱
野
は
、

手
紙
で
村
上
某
と
高
田
馬
場
で
（
午

手
紙
で
村
上
某
と
高
田
馬
場
で
（
午
前
10
時
頃
）

時
頃
）

決
闘
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
し
か
し
、
手
紙
が

決
闘
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
。
し
か
し
、
手
紙
が

届
い
た
時
は
留
守
中
で
、
安
兵
衛
が
自
宅
で
そ
の

届
い
た
時
は
留
守
中
で
、
安
兵
衛
が
自
宅
で
そ
の

手
紙
を
読
ん
だ
の
が
ち
ょ
う
ど
決
闘
の
時
刻
。
す

手
紙
を
読
ん
だ
の
が
ち
ょ
う
ど
決
闘
の
時
刻
。
す

ぐ
に
高
田
馬
場
へ
と
ひ
た
走
る
。
途
中
馬
場
下
の

ぐ
に
高
田
馬
場
へ
と
ひ
た
走
る
。
途
中
馬
場
下
の

酒
屋
・
小
倉
屋
で
１
升
枡
で
酒
を
ひ
っ
か
け
る
。

酒
屋
・
小
倉
屋
で
１
升
枡
で
酒
を
ひ
っ
か
け
る
。

高
田
馬
場
に
着
い
て
み
る
と
、
村
上
勢

高
田
馬
場
に
着
い
て
み
る
と
、
村
上
勢
は
22
人
（
ま

人
（
ま

た
は
18
人
）、
こ
ち
ら
は
4
人
（
ま
た
は
3
人
あ
る

人
）、
こ
ち
ら
は
4
人
（
ま
た
は
3
人
あ
る

い
は
2
人
）、
多
勢
に
無
勢
で
菅
野
は
息
も
絶
え
絶

い
は
2
人
）、
多
勢
に
無
勢
で
菅
野
は
息
も
絶
え
絶

え
（
ま
た
は
既
に
死
亡
）。
安
兵
衛
は
現
場
に
居
合

え
（
ま
た
は
既
に
死
亡
）。
安
兵
衛
は
現
場
に
居
合

わ
せ
た
堀
部
弥
兵
衛
の
娘
か
ら
緋
縮
緬
の
「
し
ご

わ
せ
た
堀
部
弥
兵
衛
の
娘
か
ら
緋
縮
緬
の
「
し
ご

き
」
を
借
り
て
「
た
す
き
」
と
し
、
相
手
全
員
を

き
」
を
借
り
て
「
た
す
き
」
と
し
、
相
手
全
員
を

討
ち
果
た
す
。
そ
し
て
「
し
ご
き
」
を
借
り
た
縁

討
ち
果
た
す
。
そ
し
て
「
し
ご
き
」
を
借
り
た
縁

で
堀
部
の
婿
と
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

で
堀
部
の
婿
と
な
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

　
高
田
馬
場
の
決
闘
や
討
ち
入
り
の
史
実
を
も
と

　
高
田
馬
場
の
決
闘
や
討
ち
入
り
の
史
実
を
も
と

に
、
講
談
師
と
江
戸
庶
民
、
日
本
人
が
長
い
間
か

に
、
講
談
師
と
江
戸
庶
民
、
日
本
人
が
長
い
間
か

け
て
作
り
上
げ
た
ヒ
ー
ロ
ー
、
そ
れ
が
物
語
の
「
安

け
て
作
り
上
げ
た
ヒ
ー
ロ
ー
、
そ
れ
が
物
語
の
「
安

兵
衛
」
な
の
だ
。
ち
な
み
に
２
０
０
６
年
に
は
三

兵
衛
」
な
の
だ
。
ち
な
み
に
２
０
０
６
年
に
は
三

谷
幸
喜
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
舞
伎
『
決
闘
!

谷
幸
喜
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
歌
舞
伎
『
決
闘
! 

高
田
馬

高
田
馬

場
』（
主
演
・
市
川
染
五
郎
）
を
書
き
下
ろ
し
て
い
る
。

場
』（
主
演
・
市
川
染
五
郎
）
を
書
き
下
ろ
し
て
い
る
。

　
忠
臣
蔵
の
小
説
で
は
大
仏
次
郎
、
吉
川
英
治
、

　
忠
臣
蔵
の
小
説
で
は
大
仏
次
郎
、
吉
川
英
治
、

海
音
寺
潮
五
郎
、
船
橋
聖
一
、
山
田
風
太
郎
か
ら
、

海
音
寺
潮
五
郎
、
船
橋
聖
一
、
山
田
風
太
郎
か
ら
、

近
く
は
南
条
範
夫
、
つ
か
こ
う
へ
い
、
森
村
誠
一
、

近
く
は
南
条
範
夫
、
つ
か
こ
う
へ
い
、
森
村
誠
一
、

津
本
陽
、
池
宮
彰
一
郎
な
ど
、
多
く
の
作
家
が
取

津
本
陽
、
池
宮
彰
一
郎
な
ど
、
多
く
の
作
家
が
取

り
上
げ
て
い
る
。
ど
れ
も
面
白
い
が
、
時
代
背
景

り
上
げ
て
い
る
。
ど
れ
も
面
白
い
が
、
時
代
背
景

を
丹
念
に
書
き
込
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
堺
屋

を
丹
念
に
書
き
込
ん
で
い
る
も
の
と
し
て
、
堺
屋

太
一
の
『
峠
の
群
像
』（
文
春
文
庫
）
が
あ
り
、
参

太
一
の
『
峠
の
群
像
』（
文
春
文
庫
）
が
あ
り
、
参

考
に
な
る
。

考
に
な
る
。

　
安
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た
も
の
で
は
、
池
波
正

　
安
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た
も
の
で
は
、
池
波
正

太
郎
の
『
堀
部
安
兵
衛
』
は
必
読
。
生
後
す
ぐ
に

太
郎
の
『
堀
部
安
兵
衛
』
は
必
読
。
生
後
す
ぐ
に

母
を
失
い
、
さ
ら
に
は
父
を
失
っ
て
浪
人
と
な
っ

母
を
失
い
、
さ
ら
に
は
父
を
失
っ
て
浪
人
と
な
っ

た
安
兵
衛
は
多
く
の
人
々
の
温
情
・
支
援
を
受
け

た
安
兵
衛
は
多
く
の
人
々
の
温
情
・
支
援
を
受
け

つ
つ
、
次
第
に
立
派
な
剣
豪
に
成
長
し
て
い
く
の

つ
つ
、
次
第
に
立
派
な
剣
豪
に
成
長
し
て
い
く
の

だ
が
、
内
面
的
な
人
格
形
成
の
過
程
を
て
い
ね
い

だ
が
、
内
面
的
な
人
格
形
成
の
過
程
を
て
い
ね
い

に
描
い
て
い
る
。
高
田
馬
場
の
決
闘
ま
で
に
紙
面

に
描
い
て
い
る
。
高
田
馬
場
の
決
闘
ま
で
に
紙
面

の
３
／
４
を
費
や
し
、
討
ち
入
り
は
さ
ら
り
と
触

の
３
／
４
を
費
や
し
、
討
ち
入
り
は
さ
ら
り
と
触

れ
る
程
度
で
あ
る
。
な
ぜ
、討
ち
入
り
を
す
る
の
か
、

れ
る
程
度
で
あ
る
。
な
ぜ
、討
ち
入
り
を
す
る
の
か
、

そ
の
精
神
の
在
り
様
を
池
波
流
に
解
釈
し
て
い
る

そ
の
精
神
の
在
り
様
を
池
波
流
に
解
釈
し
て
い
る

と
も
い
え
る
。

と
も
い
え
る
。

　
講
談
本
で
は
講
談
社
の
『
歴
史
講
談
　
赤
穂
義

　
講
談
本
で
は
講
談
社
の
『
歴
史
講
談
　
赤
穂
義

士
銘
々
伝
』
が
ほ
ぼ
完
成
形
な
の
で
は
な
い
か
。

士
銘
々
伝
』
が
ほ
ぼ
完
成
形
な
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
は
新
発
田
図
書
館
の
「
安
兵
衛
文
庫
」
に
収

こ
れ
は
新
発
田
図
書
館
の
「
安
兵
衛
文
庫
」
に
収

め
ら
れ
て
い
る
。

め
ら
れ
て
い
る
。

　
第
25
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
は
ア
メ
リ
カ
で
出
版
さ
れ
た
忠
臣
蔵
の
英
語
訳

本
『T

he Loyal Rounins

』
と
い
う
本
に
感
銘
を

受
け
日
本
び
い
き
に
な
り
、
日
露
戦
争
後
に
ロ
シ
ア

と
結
ん
だ
講
和
条
約
が
日
本
に
有
利
に
な
る
よ
う
に

取
り
計
ら
っ
た
。
そ
の
お
礼
を
言
う
た
め
に
訪
ね
た

全
権
大
使
・
小
村
寿
太
郎
を
自
ら
書
斎
に
案
内
し「
こ

の
本
が
日
本
の
武
士
道
、
日
本
人
の
忠
義
の
厚
さ
を

教
え
て
く
れ
た
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
狩
猟

に
出
か
け
た
大
統
領
が
年
老
い
た
雌
熊
を
助
け
た
こ

と
に
ち
な
み
、
テ
デ
ィ
ベ
ア
と
い
う
縫
い
ぐ
る
み
が

発
売
さ
れ
、
大
人
気
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
テ
デ
ィ

は
大
統
領
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
だ
っ
た
。

忠
臣
蔵
・
堀
部
安
兵
衛

入
門
ガ
イ
ド

おすすめ④
歌 舞 伎

全4巻。先代幸四
郎の折り目正しい
大星由良之助(大
石内蔵助 )が立
派。他に中村勘三
郎、中村歌右衛
門、片岡仁左衛門
など。一度は見て
おきたい名演集。

『歌舞伎名作撰　
仮名手本忠臣蔵』
●DVD 松竹／NHK

おすすめ⑨
小　説

『堀部安兵衛』
●池波正太郎著・新潮文庫上下巻

少年から青
年へと成長
する姿を生
き生きと描
いているの
が貴重。安
兵衛ファン
必読の書。

入
門
ガ
イ
ド

すすめ④

『忠臣蔵』
●DVD 里見浩太朗・1985・日テレ

入門編として大変わかり
やすく、娯楽作品として
も出色。史実とは違う
フィクションをうまく取
り入れている。とりあえ
ずこの 1 本から。物語
としての討ち入りを知る
ためには最五適。安兵衛
役は勝野洋。

おすすめ①
テレビドラマ

おすすめ③
映　画

『忠臣蔵』
●DVD 長谷川一夫・1958・大映

出演は、長谷川
一夫・市川雷蔵・
鶴田浩二・勝新
太郎など。時代
劇好きのオール
ドファンにはた
まらない。安兵
衛役は林成年。

おすすめ⑥
講　談

『講談十八番大全集
六代一龍斎亭水』
●CD

「血戦高田馬場」は分かりやすく、聞きやす
い。新発田に義士像を贈った桃中軒雲右衛
門の浪曲作品集『浪花節　桃中軒雲右衛門』
(CD2 枚組 ) は「中
山安兵衛生立」「高田
馬場婿入り」の一部
を収録。ただし、SP
盤からの収録で音は
聞き取りにくい。

おすすめ⑦
歌謡浪曲

『三波春夫　
長編歌謡浪曲』
●テイチク／キープ　KTC-3019

歌謡浪曲というジャンルを確立した三
波春夫。「俵星玄蕃」「決闘高田馬場」「赤
垣源蔵」を収
録。忠臣蔵を
特集した『三
波春夫の歌謡
浪曲 忠臣蔵全
集』(CD４ 枚
組)もいい。

入門書
『元禄赤穂事件』
●学研歴史群像シリーズ57

「忠臣蔵」のも
とになった
『元禄赤穂事
件』の史実を
ざっくりつか
むために最適
な 1 冊。当時
の時代背景を
詳述。

おすすめ⑩
講談本

『歴史講談 赤穂
義士銘々伝』
●講談社

ひとからげ
に出来ない
四十七士の
一人ひとり
のエピソー
ド集。講談
からの書き
起こし。

小　

少年
年へ
する
き生
いて
が貴
兵衛
必読

すめ⑩
談本

『歴史講談 赤穂
義士銘々伝』
●講談社

からげ
来ない
七士の
ひとり
ピソー
講談
の書き
し。

人形浄瑠璃

一段も欠かさな
い文楽の通し狂
言。人形が生き
ている。歌舞伎・
映画・講談・浪
曲の原型が詰
まっている。こ
こまでくれば立
派な忠臣蔵通だ。

『人形浄瑠璃文楽名演集 通し
狂言仮名手本忠臣蔵DVD-BOX』
●NHK

おすすめ⑤

テ
デ
ィ
ベ
ア
と
忠
臣
蔵

お
テ

池波
作、
役だ
が父
門
る。
な
なっ

め③
画

『忠臣蔵』
●DVD 長谷川一夫・1958・大映

長谷川
川雷蔵・
・勝新
。時代
オール
にはた
。安兵
成年。

おすめ⑦ 『三波春夫　
長編歌謡浪曲』

代幸四
正しい
之助(大
)が立
村勘三
歌右衛
左衛門
は見て
演集。

『歌舞伎名作撰　
仮名手本忠臣蔵』
●DVD 松竹／NHK

④
仮

『元禄赤穂事件』

歌 

全4
郎の
大星
石内
派。
郎、
門、
など
おき

おすすめ⑨『堀部安兵衛』

おす

おす

璃

かさな
通し狂
が生き
歌舞伎・
談・浪
型が詰
いる。こ
れば立
蔵通だ。

『人形浄瑠璃文楽名演集 通し
狂言仮名手本忠臣蔵DVD-BOX』
●NHK

⑤

おすすめ⑧

テ
レ
ビ
で
大
人
気
の
清
水
ミ
チ
コ
の

芸
を
ナ
マ
で
楽
し
め
!

テ
レ
テ

ピアノピアノ
の弾き語りの弾き語り

モノマネモノマネ

ピアノ
の弾き語り

モノマネ

顔真似は必見 !は必見 !顔真似は必見 !

新発田市文化会館 新発田市中央町4-11-7　

午後7時開演
（午後6時開場）

平成24年

5　20 日

S席／5,000円・A席／ 4,000円入 場 料
先行予約受付中 ☎025-378-0039

http://www.4325.net

平成24年
午後7時

日

清水ミチコHP

問い合わせ

トークトーク＆ラ
イブライブトーク＆ラ
イブ
i n 新発田

☎090-2733-3568
（清水ミチコ トーク&ライブ in新発田 実行委員会）

こぼれ
話

お
い
お
じ

お
い
お
じ

お
さ
ら
ぎ

お
さ
ら
ぎ

む
こ
む
こ

ひ
ぢ
り
め
ん

ひ
ぢ
り
め
ん

つ
い
つ
い

選
10



天然温泉とおいしい料理と
海の幸をメインに、旬替わり献立の会席料理でお迎えいたします。
趣豊かな湯処で、美肌と健康の温泉をゆったりとお楽しみ下さい。

プラン名　　　　　　　月曜～木曜日　　　　　　　金曜・日曜日　　　　　　 　土曜・休前日

雪うさぎプラン

※このプランは８名様から承ります。　※客室は定員利用となります。　※二次会は上記金額にプラス 2,500 円で承り
ます。（和み処「月うさぎ」にて90分飲み・歌い放題．プラス3,000円コースで、2時間飲み・歌い放題。）　
※集合写真はプラス1,000円にて手配承ります（10名様以上から）。※上記金額は消費税・入湯税込の大人お一人様の料
金です。中学生は大人と同料金となります。小学生は上記金額の70％となります。詳しくはお問い合わせください。

● バス送迎・お気軽に
   お申し付けください！
　まずは、お電話ください。

http://www.murakamikan.com
☎ 0254-32-2231

海の幸
趣豊か

人気のプラン

「月うさぎ」にて90分分飲み 歌い放分飲み・歌い放
プラス1,000円にてて手配承ります
生は大人と同料金とななります。小学生

迎・お気軽に
付けください！
お電話ください。

プラン

■ のんびり温泉プラン
1泊2食付   8,400円～
1泊3食付 10,500円～

12,000円 お日帰り
8,000円

月うさぎプラン 15,000円 お日帰り
10,000円

13,000円 お日帰り
9,000円

16,000円 お日帰り
11,000円

15,000円 お日帰り
10,000円

18,000円 お日帰り
12,000円

コ スコース
上記
なり

放題．プラス3,000放題 プラス3 000円コ0円0円円コ0円
す（10名様以上から ※ら）。
生は上記金額の70 と0％

プラン
00円～
00円～

■ 通常宿泊プラン
1泊2食付   
  10,500円～

,
題。）　放題題。）放題放題
込の大人お一人様の料税込
わせください。合わ

スで、2時間飲み 歌い放スで、2時間飲み・歌いい放い放放放放
記金額は消費税・入湯税税
ります。詳しくはお問い合合

プラン

0円～

■ お日帰りプラン
松花堂ぷらん   3,675円～
会席膳ぷらん   5,250円～

ご夫婦・カップル
ご家族…etc

美肌＆健康 !

みんなでみんなでワイワイ新年新年会『グルーループプラン』（２時間飲み放題（２時間飲み放題付き!!）!!）みんなでワイワイ新年会『グループプラン』（２時間飲み放題付き!!）

　
新
発
田
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
当
初
案
は
、

　
新
発
田
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
当
初
案
は
、

自
由
通
路
と
呼
ば
れ
る
跨
線
橋
を
作
っ
て
西
口
・

自
由
通
路
と
呼
ば
れ
る
跨
線
橋
を
作
っ
て
西
口
・

東
口
か
ら
い
っ
た
ん
2
階
へ
上
が
り
、
2
階
中
央

東
口
か
ら
い
っ
た
ん
2
階
へ
上
が
り
、
2
階
中
央

の
改
札
口
か
ら
１
階
の
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
、
併
せ

の
改
札
口
か
ら
１
階
の
ホ
ー
ム
へ
降
り
る
、
併
せ

て
新
発
田
駅
舎
を
3
階
に
新
築
す
る
と
い
う
計
画

て
新
発
田
駅
舎
を
3
階
に
新
築
す
る
と
い
う
計
画

で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
新
発
田
駅
橋
上
化
案
」
だ
。

で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
新
発
田
駅
橋
上
化
案
」
だ
。

　
こ
の
案
の
総
費
用
は

　
こ
の
案
の
総
費
用
は
約
38
億
円
と
概
算
さ
れ
、

億
円
と
概
算
さ
れ
、

そ
の
う
ち
市
の
負
担
が
6
億
5
千
万
円
程
度
と
大

そ
の
う
ち
市
の
負
担
が
6
億
5
千
万
円
程
度
と
大

き
い
う
え
、
費
用
の
大
半
を
賄
う
予
定
の
新
型
ま

き
い
う
え
、
費
用
の
大
半
を
賄
う
予
定
の
新
型
ま

ち
づ
く
り
交
付
金
も
確
実
に
出
る
保
証
は
な
い
と

ち
づ
く
り
交
付
金
も
確
実
に
出
る
保
証
は
な
い
と

し
て
、
二
階
堂
市
長
は
選
挙
戦
で
「
駅
橋
上
化
」

し
て
、
二
階
堂
市
長
は
選
挙
戦
で
「
駅
橋
上
化
」

の
中
止
を
訴
え
て
当
選
し
た
。
そ
の
予
算
を
「
産

の
中
止
を
訴
え
て
当
選
し
た
。
そ
の
予
算
を
「
産

業
振
興
と
福
祉
・
教
育
に
回
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

業
振
興
と
福
祉
・
教
育
に
回
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
二
階
堂
市
長
は
同
時
に
「
バ
リ
ア
フ

　
し
か
し
、
二
階
堂
市
長
は
同
時
に
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
J
R
と
協
力
し
て
積
極
的
に
進
め
、
併

リ
ー
化
は
J
R
と
協
力
し
て
積
極
的
に
進
め
、
併

せ
て
東
側
交
通
広
場
の
利
便
性
の
向
上
と
（
駅
の

せ
て
東
側
交
通
広
場
の
利
便
性
の
向
上
と
（
駅
の

東
西
を
結
ぶ
）
地
下
通
路
の
安
全
性
を
確
保
し
て

東
西
を
結
ぶ
）
地
下
通
路
の
安
全
性
を
確
保
し
て

通
り
や
す
く
す
る
」
こ
と
を
主
張
し
た
。

通
り
や
す
く
す
る
」
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
い
わ
ゆ
る
「
バ
リ
ア

　
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
い
わ
ゆ
る
「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
法
」
に
よ
っ
て
J
R
が
設
置
義
務
者
と
し

フ
リ
ー
法
」
に
よ
っ
て
J
R
が
設
置
義
務
者
と
し

て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
、
費
用
の

て
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
際
、
費
用
の

１
／
３
を
設
置
義
務
者
（
J
R
）
が
、
１
／
３
を

１
／
３
を
設
置
義
務
者
（
J
R
）
が
、
１
／
３
を

国
が
、
１
／
３
を
自
治
体
（
新
発
田
市
）
が
負
担

国
が
、
１
／
３
を
自
治
体
（
新
発
田
市
）
が
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
駅
橋
上
化
」
の
中
止
は

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
駅
橋
上
化
」
の
中
止
は

J
R
と
の
協
議
で
早
々
に
決
着
し
た
も
の
の
、
そ

J
R
と
の
協
議
で
早
々
に
決
着
し
た
も
の
の
、
そ

の
後
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

の
後
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
進
展
し
て
い
る
の
か
。

　
現
状
は
「
震
災
の
影
響
で
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り

　
現
状
は
「
震
災
の
影
響
で
遅
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
計
画
が
自
由
通
路
案
か
ら
全
面
的
に
変

ま
す
が
、
計
画
が
自
由
通
路
案
か
ら
全
面
的
に
変

更
と
な
っ
た
た
め
に
そ
の
手
続
き
に
必
要
な
時
間

更
と
な
っ
た
た
め
に
そ
の
手
続
き
に
必
要
な
時
間

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
作
業
と
同
時
に
車
い
す

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
作
業
と
同
時
に
車
い
す

の
動
線
な
ど
を
検
討
し
、
約
3
か
月
前
の
9

の
動
線
な
ど
を
検
討
し
、
約
3
か
月
前
の
9
月
24

日
に
J
R
さ
ん
か
ら
、
駅
構
内
地
下
道
に
エ
レ
ベ
ー

日
に
J
R
さ
ん
か
ら
、
駅
構
内
地
下
道
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
設
置
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
案
が
提
案

タ
ー
を
設
置
す
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
案
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
費
用
は
お
お
よ
そ
3
億
1
千
万
円
だ

れ
ま
し
た
。
費
用
は
お
お
よ
そ
3
億
1
千
万
円
だ

そ
う
で
す
。
そ
の
場
合
、
市
の
負
担
は
そ
の
１
／

そ
う
で
す
。
そ
の
場
合
、
市
の
負
担
は
そ
の
１
／

３
の
1
億
円
程
度
で
す
。
そ
の
後
、
協
議
と
検
討

３
の
1
億
円
程
度
で
す
。
そ
の
後
、
協
議
と
検
討

を
重
ね
て
、
議
会
に

を
重
ね
て
、
議
会
に
は
12
月
定
例
会
に
行
政
報
告

月
定
例
会
に
行
政
報
告

と
実
施
設
計
に
か
か
る
市
負
担
分
の
９
３
３
万
4

と
実
施
設
計
に
か
か
る
市
負
担
分
の
９
３
３
万
4

千
円
の
補
正
予
算
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
」（
市
新

千
円
の
補
正
予
算
提
案
を
い
た
し
ま
し
た
」（
市
新

発
田
駅
周
辺
整
備
室
）。
村
上
駅
の
場
合
は
約
3
億

発
田
駅
周
辺
整
備
室
）。
村
上
駅
の
場
合
は
約
3
億

5
千
万
、
村
上
市
の
負
担
が
1
億
1
千
万
で
あ
る

5
千
万
、
村
上
市
の
負
担
が
1
億
1
千
万
で
あ
る

か
ら
、
ほ
ぼ
妥
当
な
数
字
で
あ
る
。

か
ら
、
ほ
ぼ
妥
当
な
数
字
で
あ
る
。

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
議
会
の
審
議
を
経

　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
議
会
の
審
議
を
経

て
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば

て
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
、
24
年
度
に
着
工

年
度
に
着
工
、
25
年

度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

　「
新
発
田
駅
を
ご
利
用
に
な
る
方
は
1
日
平
均
7

　「
新
発
田
駅
を
ご
利
用
に
な
る
方
は
1
日
平
均
7

千
８
０
０
人
、
そ
の
大
半
は
高
校
生
で
す
が
、
体

千
８
０
０
人
、
そ
の
大
半
は
高
校
生
で
す
が
、
体

の
不
自
由
な
方
も
、
お
年
寄
り
や
妊
婦
さ
ん
、
小

の
不
自
由
な
方
も
、
お
年
寄
り
や
妊
婦
さ
ん
、
小

さ
い
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
た
方
な
ど
の
こ
と
を
考

さ
い
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
た
方
な
ど
の
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
一
日
で
も
早
い
完
成
が
望
ま
し
い
わ
け

え
れ
ば
、
一
日
で
も
早
い
完
成
が
望
ま
し
い
わ
け

で
す
か
ら
、
行
政
も
精
い
っ
ぱ
い
J
R
さ
ん
に
協

で
す
か
ら
、
行
政
も
精
い
っ
ぱ
い
J
R
さ
ん
に
協

力
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
」（
同
整
備
室
）。

力
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ
ま
す
」（
同
整
備
室
）。

 

　
次
に
暗
く
て
、
安
全
面
で
の
心
配
も
あ
っ
て
使

　
次
に
暗
く
て
、
安
全
面
で
の
心
配
も
あ
っ
て
使

い
に
く
い
と
さ
れ
て
き
た
「
駅
頭
地
下
通
路
の
安

い
に
く
い
と
さ
れ
て
き
た
「
駅
頭
地
下
通
路
の
安

全
・
快
適
性
確
保
の
た
め
の
改
修
」
に
つ
い
て
は
、

全
・
快
適
性
確
保
の
た
め
の
改
修
」
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
計
画
の
概
要
が
ま
と
ま
っ
た
と
し
て
、
12

月
定
例
会
で
議
会
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
①
漏
水
・
結
露
・
排
水
対
策
の
実
施
　
②
防
犯

面
の
対
策
と
し
て
照
明
を
明
る
く
す
る
、
内
装
を

明
る
く
す
る
、
非
常
用
照
明
設
備
を
導
入
す
る
、

さ
ら
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
通
路
出
入
口
と

市
役
所
で
モ
ニ
タ
ー
す
る
う
え
、
防
犯
ベ
ル
を
設

置
す
る
な
ど
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
出
入
口

置
す
る
な
ど
と
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
、
出
入
口

建
屋
の
改
修
、
2
段
式
手
す
り
の
設
置
、
掲
示
板
・

建
屋
の
改
修
、
2
段
式
手
す
り
の
設
置
、
掲
示
板
・

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
交
流
機
能
を
付
加
す

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
て
交
流
機
能
を
付
加
す

る
と
い
う
案
で
あ
る
。

る
と
い
う
案
で
あ
る
。

　
事
業
主
体
は
市
で
、
総
費
用
は
8
千
４
０
０
万

　
事
業
主
体
は
市
で
、
総
費
用
は
8
千
４
０
０
万

円
だ
が
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
・
合

円
だ
が
、
国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
・
合

併
特
例
債
等
を
利
用
す
る
の
で
、
最
終
的
な
市
の

併
特
例
債
等
を
利
用
す
る
の
で
、
最
終
的
な
市
の

負
担
見
込
額
は
1
千
３
０
０
万
円
弱
と
見
込
ん
で

負
担
見
込
額
は
1
千
３
０
０
万
円
弱
と
見
込
ん
で

い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
2
月
議
会
で

い
る
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
2
月
議
会
で

予
算
提
案
し

予
算
提
案
し
、
24
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。

　
気
に
な
る
の
は
「
駅
頭
地
下
通
路
に
エ
レ
ベ
ー

　
気
に
な
る
の
は
「
駅
頭
地
下
通
路
に
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
は
設
置
し
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
。「
市
長

タ
ー
は
設
置
し
な
い
の
か
」
と
い
う
こ
と
。「
市
長

の
方
針
で

の
方
針
で
は
24
年
度
の
改
修
を
経
て
そ
の
後
の
利

年
度
の
改
修
を
経
て
そ
の
後
の
利

用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
設
置
す
る
方
向
で
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

討
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
20
年
度
の
調

年
度
の
調

査
で
1
日
2
千
２
０
０
人
程
度
の
利
用
で
す
が
、

査
で
1
日
2
千
２
０
０
人
程
度
の
利
用
で
す
が
、

や
は
り
体
の
不
自
由
な
方
、
お
年
寄
り
、
妊
婦
さ

や
は
り
体
の
不
自
由
な
方
、
お
年
寄
り
、
妊
婦
さ

ん
の
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
あ
っ
た
方
が
い
い
で

ん
の
こ
と
な
ど
を
考
え
れ
ば
あ
っ
た
方
が
い
い
で

す
し
、
駅
東
地
下
通
路
は
ま
ち
の
東
西
交
流
促
進

す
し
、
駅
東
地
下
通
路
は
ま
ち
の
東
西
交
流
促
進

の
た
め
に
も
重
要
で
す
か
ら
」（
同
整
備
室
）。

の
た
め
に
も
重
要
で
す
か
ら
」（
同
整
備
室
）。

 

　
最
後
に
「
駅
東
交
通
広
場
の
拡
充
・
整
備
」
に

　
最
後
に
「
駅
東
交
通
広
場
の
拡
充
・
整
備
」
に

つ
い
て
は
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
を
念
頭
に
お
い
た

つ
い
て
は
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ
ド
を
念
頭
に
お
い
た

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
設
置
・
拡
充
、
ト
イ
レ
の
建

駐
車
場
・
駐
輪
場
の
設
置
・
拡
充
、
ト
イ
レ
の
建

て
替
え
、
さ
ら
に
観
光
・
送
迎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

て
替
え
、
さ
ら
に
観
光
・
送
迎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
た
め
の
検
討
に

バ
ス
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
た
め
の
検
討
に

入
っ
て
い
る
が
、
J
R
の
土
地
取
得
が
必
要
と
な

入
っ
て
い
る
が
、
J
R
の
土
地
取
得
が
必
要
と
な

る
た
め
、
J
R
東
日
本
お
よ
び
J
R
貨
物
と
市
と

る
た
め
、
J
R
東
日
本
お
よ
び
J
R
貨
物
と
市
と

す
り
合
わ
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
だ
イ
メ
ー

す
り
合
わ
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
だ
イ
メ
ー

ジ
案
も
示
せ
な
い
し
、
来
年
度
の
事
業
着
手
は
難

ジ
案
も
示
せ
な
い
し
、
来
年
度
の
事
業
着
手
は
難

し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
も
特
例
債
活
用
を
念

し
い
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
も
特
例
債
活
用
を
念

頭
に
27
年
度
ま
で
に
は
完
了
を
目
指
す
。

年
度
ま
で
に
は
完
了
を
目
指
す
。

　
駅
構
内
地
下
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
駅
東
地

　
駅
構
内
地
下
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
駅
東
地

下
通
路
の
改
修
、
駅
東
交
通
広
場
の
拡
充
・
整
備

下
通
路
の
改
修
、
駅
東
交
通
広
場
の
拡
充
・
整
備

の
事
業
の
費
用
概
算
は
駅
東
地
下
通
路
に
エ
レ

の
事
業
の
費
用
概
算
は
駅
東
地
下
通
路
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
設
け
た
と
し
て
も

ベ
ー
タ
ー
を
設
け
た
と
し
て
も
約
11
〜
12
億
と
な

億
と
な

り
、
そ
の
う
ち
市
の
負
担
は
2
億
円
程
度
と
見
込

り
、
そ
の
う
ち
市
の
負
担
は
2
億
円
程
度
と
見
込

ま
れ
、
工
事
完
了

ま
れ
、
工
事
完
了
は
27
年
度
中
と
し
て
い
る
。

年
度
中
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
駅
前
に
高
校
生
の
居
場
所
を
」「
観

　
さ
ら
に
、「
駅
前
に
高
校
生
の
居
場
所
を
」「
観

光
案
内
所
の
設
置
を
」
等
の
要
望
に
応
え
る
た
め

光
案
内
所
の
設
置
を
」
等
の
要
望
に
応
え
る
た
め

の
「
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」
の
設
置
に

の
「
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
」
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
市
企
画
政
策
課
で
検
討
に
入
っ

つ
い
て
は
、
す
で
に
市
企
画
政
策
課
で
検
討
に
入
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

4

駅
構
内
地
下
道
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
、

２５
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す

駅
東
地
下
通
路

駅
東
地
下
通
路

駅
東
地
下
通
路

JR東日本用地 エレベーター

凡　例
エレベーター利用者動線（地上）
エレベーター利用者動線（地上）

J
R
新
発
田
駅
構
内

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
イ
メ
ー
ジ
図

（
平
成
23
年
12
月
定
例
会・
行
政
報
告
よ
り
）

駅構内地下道

階段

階段

エレベーター

女
子
便
所

女
子
便
所

男
子
便
所

男
子
便
所

女
子
便
所

男
子
便
所

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

貸
付
倉
庫

貸
付
倉
庫

貸
付
倉
庫

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

多目的便所

倉
庫
倉
庫
倉
庫

待
合
室

待
合
室

待
合
室

コンコースコンコース
券
売
場

券
売
場

券
売
場

事務所事務所＆
トイレなどレなど
事務所＆
トイレなど
事
務
室

事
務
室

会
議
室

会
議
室

会
議
室

休
憩
室

休
憩
室

休
憩
室

倉庫倉庫倉庫

そば屋そば屋そば屋

事
務
室

JR新発田駅田駅JR新発田駅

改札口改札口改札口

西口西口西口

（0番線）

（1番線）
（2番線）

（5番線）

（3番線）
（4番線）

（6番線）
（7番線）

秋
田
方
面

新
津
方
面

駅
東
交
通
広
場
の

拡
充
・
整
備
は

J
R
東
日
本
な
ど
と
交
渉
中

駅
頭
地
下
通
路
の
防
犯
対
策
、

改
修
工
事
は

２４
年
完
成
を
目
指
す

新
発
田
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

新
発
田
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

い
く
ら
か
か
り
、
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

い
く
ら
か
か
り
、
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

新
発
田
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

い
く
ら
か
か
り
、
い
つ
完
成
す
る
の
か
。

割烹
旅館

あんこう料理

多奈可や
美味・珍味

「あんこう」は
　冬の風物詩
新発田市稲荷岡 2066

☎0254-41-2013

用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、
設

て
、
12

に
よ
る

②
防
犯

内
装
を

す
る
、

入
口
と

ル
を
設

「
旬
」を

生
か
し
て
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☎　　　22-2102（0254） （代）

26-1515
☎（0254）

と
ん
と
ん
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
な
ど
、

定
価
の
半
額
以
下
で
ご
用
意（
数
量
限
定
）！

福
袋
福
袋
福
袋

と
ん
と
ん
野
菜
の
詰
め
合
わ
せ
な
ど
、

定
価
の
半
額
以
下
で
ご
用
意（
数
量
限
定
）！

、
どど
、
どど
な
ど
なな
ど
なななな
ど
ななななな

、、
どどどどどどどど
ななな
ど
な
どど
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
せせせせせせせせせせせ
なななななななななななななななななななななななななななななななな
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
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あさ9：00～よる6：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229

検索とんとん市場

あさ9：00 よる6：00
新発田市荒町1480
☎0254-20-22

検索とんとん市場

園芸用品もあるよ♥

甘
酒
振
舞
い

甘
酒
振
舞
い

甘
酒
振
舞
い

一
月
四
日（
水
）

お
し
る
こ
振
舞
い

お
し
る
こ
振
舞
い

お
し
る
こ
振
舞
い

一
月
五
日（
木
）

1,000 円お買上げ毎に

１枚進呈
※抽選券は1月7日（土）～１月９日（月・祝）
　開催の「福引大会」でご利用下さい

「福引大会」抽選券抽選券「福引大会」抽選券

２日間共通間共通２日間共通

市政
検証


